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研究成果の概要（和文）：　日本経済評論社より、「シリーズ　激動のインド」全五巻を出版した。『変動のゆくえ』
、『環境と開発』、『経済成長のダイナミズム』、『農業と農村』、『暮らしの変化と社会変動』というテーマで、本
研究が生み出した多様な成果を示した。今後広く参照されるものとなろう。
　研究では、世界最先端のインド地名検索システムを構築し、ネット上で公開した。インド最大の新聞の一面で取り上
げられただけではなく、その意義は世界の研究者コミュニティーに広く認められている。関連して、インドの地理空間
情報システムを構築し、本研究で利用した。いずれも、今後長期にわたって、インド社会の空間的差異に対する研究基
盤を提供するものである。

研究成果の概要（英文）： The project publishes a series of books, India in Turbulence, in which 5 volumes 
titled respectively as "Changes and Perspectives", "Development and Environment", "Dynamism in Economic De
velopment", "Agriculture and Rural Area" and "Changes in Life and Social Mobility" are included. The serie
s offers new understandings of India's past, current situation, and her future.
 The project built the most advanced system of searching India's places (India Place Finder) and opened it
 to the public on the web. The site attracted not only the India's largest English newspaper, "The Hindu",
 but also the academics in the fields of economics, history, and archaeology world-wide. Along with it, th
e project constructed the GIS (Geographical Information System) base map for entire India till the hamlet 
level. Both were fully used in the analysis. They would greatly contribute to the development of the studi
es on spherical characters of Indian society in the decades to come.

研究分野：

科研費の分科・細目：

複合新領域

キーワード： India　changes　development　environment　mobility　agriculture　GIS

地域研究・地域研究



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 1991 年の経済自由化政策への大転換を経
て、インドは目覚ましい経済成長を遂げてき
た。この高度成長が、経済自由化政策の結果
であるという従来の解釈は、しかし、厳しい
批判にさらされている。むしろ 60-70 年代の
緑の革命による農村諸階層の所得上昇と消
費市場の拡大こそが重要な経済成長推進力
となっているという、通説とは逆ベクトルの
因果関係が強調されるようになった。 
このようなインドの経済自由化政策の評
価をめぐる議論は、しかし、インド社会が、
その深層においてどのような変化を遂げ、ど
のような未来への選択肢を有しているのか
についての長期的分析なしには空疎な議論
に終始せざるをえない。このような状況への
危機意識から、本研究は、インド社会の大き
な部分を占める農村を対象として、その長期
変動を解明するために開始された。 
 
２．研究の目的 
激動するインドに対する我が国での研究
体制は不備であり、研究手法や研究成果の蓄
積、研究体制の整備と刷新が急務である。ま
た、現在の目に見える変動を、長期の変動の
中に位置づけて変化の質を検証しなければ
ならない。本研究では、こうした短期・長期
のインド農村の変動に関する各種資料を収
集し、そのデータベース化を進めると同時に、
インド全域にわたる GIS（地理情報システム）
ベースマップを作成し、それを利用すること
によって変動を可視化する。そして、それら
の作業を通じて蓄積されたデータを、異なる
ディシプリンを有する研究者が協力して分
析することにより、変化の質と将来への展望
を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、インドを対象とする地域研究
者と自然科学系の研究者が共同する。そして、
インド農村の長期変動の具体相を、時間と空
間をそれぞれマクロ（長期・広域）の分析と
ミクロ（短期・事例）の分析を交差させるこ
とで解明し、さらにそれらを、GIS を採用す
ることによって総合化するという方法をと
った。 
 
４．研究成果 
本研究では、当初の目的にしたがって、具
体的な作業として、各種データ・資料の収集
とデータベース化、GIS 化処理、データ分析
を行った。 
まず、各種データ・資料の収集については、
学校教育、農村における教育普及と経済発展、
毎年のサブ・ディストリクト単位の土地利用
統計、農村貧困世帯に関する統計、農村部で
の貧困、消費や雇用失業についての全国標本
調査、工業・製造業センサス、灌漑センサス、
人口センサス、環境関連の降雨・水質・水収
支関連データなどを入手した。これらによっ

て、本研究に必要な大規模統計を整えた。ま
た、長期分析に必要な植民地期の各種報告書
についても、英国図書館などから体系的に収
集し、基本的な整備を完了した。 
データベース化に関しては、オリジナルが
デジタル・データの形で提供されているもの
については、2001 年センサスの空間コードを
データに連係させる作業を進め、また、印刷、
手書きのものに関しては、入力作業を行い、
Season and Crop Report（1991 年以降）、1871
年センサス、村落土地台帳、1901～51 年雨量
統計をはじめとする多くの資料のデジタ
ル・データ化を完了させた。 
GIS 化処理については、GIS ベースマップ
の作成が全ての基礎にあるが、早い段階で、
2001 年センサスで用いられている空間コー
ドと対応した行政村単位までのポリゴンに
よるベースマップを用意した。これにより、
デジタル・データ化されている各種統計デー
タに、2001 年センサスで利用されている空間
コードを与えることが格段に容易となった。
また、行政村レベルまでのベースマップでは
カヴァーされていないさらに下位の自然村
レベルの地名が使われているデータ処理に
関しては、地名その他の詳細な情報が記述さ
れている 5万分の 1地形図（以後トポシート
と略記）を、英国図書館、日本各地の研究機
関、インド国立文書館などを通じて入手し、
全自然集落に位置コードを与え、90 万件の地
名データが組み込まれたGISベースマップを
完成させた。このベースマップは本研究を支
える重要な研究基盤となったが、今後長期に
わたって内外のインド研究者が広く裨益す
る研究基盤ともなるはずである。 
GIS ベースマップを利用した GIS 化処理に
関しては、歴史空間情報のデータベース作成
とウェッブへの掲載、検索処理のための対応
として、India Place Finder と Global Place 
Finder を作成してウェッブ上に掲載し、広く
研究に供した。それらを利用して、個々の研
究分担者は論文や学会発表などを通じて、イ
ンドの空間的特徴に対する深い分析を発表
することができた。なお India Place Finder
は、インドの有力紙の第一面にとりあげられ、
インドだけではなく諸外国の研究者からも
広く反応を引き起こしている。 
次にデータ分析については、年に数回のト
ピック別の研究会や「インド農村社会変容の
地域的シナリオ：フィールド調査から考え
る」シンポジウム、「現代インドの社会変動
と産業発展」シンポジウムなどを開催し、デ
リーおよび韓国においてもインドの第一線
研究者を招いて国際会議を実施して、データ
処理の手法、分析結果の理論化、成果の報告
を行った。また、各分担者は、それぞれ、日
本南アジア学会大会、現代インド地域研究拠
点国内大会、ジャワハルラルネルー大学での
国際シンポジウムなどで研究報告を行うな
ど、内外で研究成果の公表を進めた。 
本研究が生み出した多様な成果は、日本経



済評論社により、『変動のゆくえ』、『環境と
開発』、『経済成長のダイナミズム』、『農業
と農村』、『暮らしの変化と社会変動』とい
う全五巻からなる『シリーズ 激動のイン
ド』として出版されることとなり、既にその
うちの第一巻と第二巻が出版されるに至っ
た。残りの三巻も、近々に出版される運びと
なっている。全体として、本研究が当初目的
としたところを上回った成果をあげえた。 
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